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完了トラッキングの仕組みと受講証発行 
「完了トラッキング」設定、「活動完了」設定と「Certificate (受講証、合格
証)」発行の条件設定 
 
はじめに 
 
各コースのコンテンツを「編集モード」で作成する上で、コース上の各「トピ
ック」内で、「＋活動またはリソースを追加する」をクリックして追加できる
小テスト、フォーラムなどの「活動」やURL、ページ、ラベルなどの「リソー
ス」を追加されます。それぞれの追加された「活動」や「リソース」につい
て、学生が閲覧したり、ダウンロードしたり、受験したりする学習活動を一つ
一つトラッキングして、活動状況に応じて、Certificate (受講証、合格証)を発
行したりする機能につなげる上で、「完了トラッキング」設定と、「活動完
了」設定を理解することが重要です。 
 
I. 「完了トラッキング」の設定 
 
まず、「完了トラッキング」を使うかどうかの設定は、各コース内から右の管
理コラム「管理」＞「コース管理」＞「設定を編集する」で、コース設定画面
に入り、以下の「完了トラッキング」で Yes(デフォルト設定です)を選択する
ことで、各「活動」や「リソース」の設定画面で「活動完了」設定を行うこと
ができるようになります。ここでNoを選択すれば、各「活動」や「リソー
ス」の設定画面に「活動完了」の項目が表示されません。 

 
 
II. 「活動完了」の設定 
 



上記で Yes を選択した場合、追加された「活動」や「リソース」は、「編集」
のプルダウンメニューから「編集を設定する」を選択して、編集設定に入る
と、「活動完了」という項目設定が表示されます。この「活動完了」設定を理
解しましょう。 

 

これは、コースを受講している学生が、導入された各「活動」や「リソース」
で学習して、その学習活動を完了したとマーキングする「活動完了」を自らマ
ーキングする仕組みです。 
 
III. [活動完了：完了トラッキング]の選択肢 
 
「活動完了」の「完了トラッキング」のプルダウンメニューをクリックして、
選択肢を確認しましょう。 

 
「活動完了を表示しない」「ユーザが手動で活動を完了マークできる」「条件
を満たした場合、活動完了を表示する」と３つの選択が可能である。 
更に、「期待される完了日」という設定があり、□Yes をチェックすれば、期
待する完了日を設定できますが、活動完了には影響しません。活動完了レポー
トに日付が表示され、設定した日付を過ぎると色がつき、視覚的にわかりやす
く表示されるだけです。 
 
IV. 活動完了の□チェックボックス 
 



「活動完了を表示しない」、あるいは「ユーザが手動で活動を完了マークでき
る」の選択の違いは何かとなりますが、ここがポイントになります。 
「ユーザが手動で活動を完了マークできる」を選択すると、追加した「活動」
や「リソース」の右横端に□チェックボックスが登場します。これが「活動完
了」の自己チェックボックスです。 
「活動完了を表示しない」を選択すると、このチェックボックスは表示され
ず、活動完了のトラッキング対象から除外されます。 
 

 

逆に「ユーザが手動で活動を完了マークできる」を選択した場合、受講した学

生は、活動した証として、能動的にこのチェックボックスをクリックして、☑

とする必要があります。 
 
V. 「条件を満たした場合、活動完了を表示する」の設定：その１「ファイル」 
 
では、残りの選択肢である「条件を満たした場合、活動完了を表示する」を選
択した場合はどうなるのでしょうか？ 
 
資料配布などのリソース「ファイル」の場合には、「☑完了するには学生はこ
の活動を閲覧する必要があります」と表示されます。 

 
この場合、□チェックボックスは表示されますが、学生は自分でこのチェック
ボックスをクリックできなくなり、配布資料をクリックして閲覧した場合、自

動的にチェックが入り、画面を更新すれば☑と自動変換されるます。 



 
 
VI. 「条件を満たした場合、活動完了を表示する」の設定：その１「小テス
ト」 
 
「活動」が「小テスト」の場合はどうでしょうか？ 「小テスト」の編集画面
「活動完了」で、「条件を満たした場合、活動完了を表示する」を選択した場
合、「□完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。」以外に、
「□この活動を完了するには学生が評定される必要があります。」や、 
「□合格点を必要とする」  または「□利用可能な受験すべてが完了した場
合」などのチェックボックスが登場します。要するに、「小テスト」では条件
で自動で「活動完了」とするための設定には、「閲覧」だけでなく、「評定さ
れる」、「合格点を得る」、あるいは「受験が完了する」などの選択が可能と
なるわけです。 
 

 

 
VII. 「条件を満たした場合、活動完了を表示する」の設定：その 3「評点」の
設定 
 
「□合格点を必要とする」を選択する場合、同じ「小テスト」編集項目にある
「評点」で合格点を小テストの総点以下の設定として入力しておく必要があり
ます。 



 
 
VIII 「Certificate (受講証、合格証)」発行の条件設定 
さて、最後に活動完了と連動して、「Certificate (受講証、合格証)」発行の条
件設定を設定する必要があります。 
 
活動モジュール「Certificate」の設定画面に入りましょう。編集項目「利用制
限」のデフォルトは、以下のように「アクセス制限」は「なし」となっていま
す。 

 
 
「制限を追加す…」をクリックすると、以下のサブメニュー画面が登場しま
す。この制限を追加する条件は、「アクセス制限」と記されていますが、「ア
クセスを制限する条件ではなくて、アクセス制限を解除する条件ですので、注
意が必要です。 



 

 
単純に、「小テスト」の点数で、Certificate の発行許可に繋げたければ、「評
点」選んで、評定「小テスト」「☑評点≧60%」とか設定すれば、小テスト
で 60％以上の点数を取得すればよいということです。	
	

 
一方で、テストの点数だけではなく、特定の「活動」や「リソース」の活動完
了を Certificate発行の基準に加えるならば、アクセス制限項目を追加して、例
えば下図のように、活動完了「講義資料」「完了マークされる必要あり」、お
よび評点「小テスト」「☑評点≧60%」とすれば良いわけです。この場合、
学生は、活動完了「講義資料」で活動完了のチェックボックスにチェックマー
クを入れて（あるいは条件を満たして自動でチェックを入れる）、かつ小テス
トで60%以上の合格点を取得することが達成できれば、Certificateへのアク



セス制限が解けて、受講証（あるいは合格証）の発行に繋げることができるよ
うになります。	

 
 
ここで注意が必要なのは、以下のように「活動完了」を選択せずに「選択」と
いうようなままに置いておくと、学生はCertificate へのアクセス制限を解除で
きる条件に到達できずに、結果的に誰も受講証を発行できなくなってしまいま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 



さらに、活動完了の左横にある「目玉マーク」をクリックすれば、条件に合致
しない場合は、非表示設定にしてしまうこともできます。 

 
 
IX. 「コース完了」の設定 
 コース全体の研修・受講修了の基準を設定するのが「コース完了」設定で
す。右の管理コラム「コース管理」＞歯車マーク「コース完了」をクリックし
て、「コース完了」設定画面に入ってください。 
  

 
 
ここでは、複数の各モジュールやリソースの活動完了（つまり□活動完了チェ
ックボックスに✔チェックが入った状態）を持ってして、研修完了とする場



合、下の図のように「」コンディション：活動完了」で、該当する学習活動に
✔を入れてください（あるいはすべてを選択する）。 

 
 
同じ画面で「活動バルク編集」のタブをクリックされれば、まとめて視覚的に
活動完了状態を編集することが可能です。 



 



 
X．まとめ 
 
「完了トラッキング」の仕組みは、配布資料閲覧や、プレゼンテーション閲覧
などの学習活動について、学生自ら、あるいは条件を満たしたときに「活動管
理チェックボックス」にチェックが入ることで、学生に単に「小テスト」の合
格点だけで、受講証を発行しない仕組みであるということです。単純に小テス
トの合格点だけで受講証の発行を認める場合は、活動完了状態のトラッキング
は不要となりますが、各種の活動モジュールやリソースへの閲覧なども含め
て、学習活動として認識して、学生が活動完了時点で自己チェックするか、そ
れとも基準に達した場合に自動で活動完了とするかを設定し、さらにそれらの
複数の活動完了状態で、コースの受講完了とするための設定が、この「完了ト
ラッキング」の仕組みです。 
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